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数えて みる と、 私が 数学 教膏 専修の大学院の 字 生を 相手に するよう になっ たの

は １５ 年前、 大学 が、 現に その職にある 教員を修 に課 程の学 生とし て多 量に 受け

入れ始め て 間もな いこ ろであ った。 その頃、 論 文は 提出せ ず単 位修得修 了という

ヶ－ ス心あ ってい いの では ないかと、 救 授会で 貞卿』に 議紬さ れたこ と か思い出さ

れる。 論 文が 合格し、 ｚ 年で晦Ｔ するのは、 定日 の３分の １ぐらい が隠当だと 見

哨も る教宵 もい た。 そ れか、 ２ 年のう ちのｌ 隼は11 通に麗場 で 勤務し てもよい と

い う 簡ll な 方式 もと られ るよう にな る。 １５年Fllの世の 変化は 大きい。 私の 意識

も変 わって、 修 士の 生産 臥はもっとａ め なけ れぱ ならない という 上の声を開いて

も、 別 に 弩かな くな った。 だか、 大孚院 放吟か、 はたし て。 小 学校 や中学 校の現

嘔 敦 貝の 資質を 高 めてい るだろう かとい う私の 疑問 は、 むかし のま まで あ る。 論

文 作成 を中 心に する修 行か、 ｇ 楽や 災術 や弧 介吟修者 の学 びを ゆがめ てはい ない

だろう か と考え て しまう。 そ れに、？ 校 の日々 の営み のな かで｡‾rとも に 働きかけ

保守し てい く、 作 法をと もなったに 航のとこ ろは。 修 」こ諭 文の テーマ になじ まな

い 穣 域だ と思う か らであ る。

教師 の 理想 像を、 国民 学校の 私の先生や、 新制中学校３ 年の 担任 の恩師に 求め

ると、 学 級や学 校 のよ き営みのため の修業に、 「 論文」 作成とい う 作業 は入っ て

こ ない。 何111かを 船述 すぺく 考究 するこ とと、 敦寵の２ みに精 進 するこ とと の間

には、 か なりな 距 敲かあ るように思うの であ る。

私た ち の先 人が、 西洋 で形成さ れた技術や利？ を学び、 その 内容を 伝え る口本

括 や記 述 法を 教え るよう になって から百数十 年、 戦後 の変 革か ら数え ると五 十年、

い つの 間に か。 わ か国で 教えてい ること を、 たくさんの 外人が学 びにく るように

な っ た。 外圧 と形 容す るのは適 切で ない かもし れないが、 もの の生 産や愉出にお

け るよ うに、 人学院 教 育でもアメリカと 競争さ せら れる時 代に なった ようであ る。

研 究の 筋 力で 彼の国 に 並ぶには、 研 究酋養成で も競り 合わなけ ればな らない。 好

む か好 ま ない かと 係わり なく、 修 士や鰍 罹119 ･i: を、 外国 人w7 字 生を合め て、 人量

に 生 産す るこ とが政 策の 一つにな る。

思う に、 日 本の 研究レ ベ ルを底 上げ するよう な滴文の 生産シ ステ ムの 建設 と、

生産力 のあ る テー マ群 が嗅索さ れる時に￥ つてい るのであ ろう。

（ 吸川　芳雄　 寓 城放４ 人字 ）
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